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PBLD074凡取扱説明書_FD― MS_角型・丸型

安全上の注意事項 (必ずお読みください)

Oご施工、ご使用の前に必ずこの「安全上の注意事項」をお読み ください。

Oこ こでは、安全に関する重大な内容を記載 しております。

危害や損害を未然に防止するために必ず守つてください。

表示と記号の意味は以下の通 りです。

Z二警告「使用者の死亡又は重傷を負うことが想定される危害の程度」を示します。

Z二注意 示します。
とが想定されるか、または物的損害の発生が想定される危害 ニ「傷害を負

損害の程度

こ

を

う

Ｊ

「禁止」 (や ってはいけない)内容を
示します。 電)

「強制 B指示」 (必ず実行 して頂く)

内容を示します。

速X警告

①
分解や改造、開閉器単体での動作試験は絶対に行わないでください。
火災、破損、けがの原因となります。
また不具合原因調査の妨げとなることがあります。

Q
製品を水で濡らしたり、濡れた手で触らないでください。
破損、サビ及び不作動の原因となります。

本製品は防災機器です。非常時に確実に作動するよう設計されて

いますので、頻繁に作動するような使い方はしないでください。
機器内部に障害が発生し、破損や不作動の原因となります。

0 防災機器は法律で定められた期間内に定期点検を実施してください。
破損や不作動の原因とな ります。

速X注意

Q
本製品は瞬時に作動しますので、可勁部に手などを絶対に入れないで
ください。
けがの原因となります。

0

O取り扱いの際は必ず作業用手袋等を着用してください。
構造上やむをえず鋭利箇所があり、けがをするおそれがあります。

本製品は定められた使用条件下
条件外の環境でご使用にな りますと、

で使用 してください。
破損、不作動、及び結露の原因となります。

製品に異常が発生した場合、直ちに使用を中止し、弊社までご連絡
ください。
破損の原因となります。

高所作業の際、安全帯の着用や安全な足場の使用など、転落事故

防止対策を行つて ください。
けがの原因となります。
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お願い

PBLD074A_取 扱説明書_FD―MS…角型・丸型

■保管

屋外での保管を避け、塵や埃が

付着 しないようにしてください。
塵埃、サビ等による動作不良や、
クリープ現象による温度 ヒューズの

誤作動の原因とな ります。

X X

梱包、養生は取 り外さずにそのまま保管してください。

また、製品の積み重ね保管は避けてください。
破損や変形、汚れ等の原因となります。

■施エ

ダンパー及びダク ト内部に異物が
ないことを確盟し、異物がある
場 合 は完全 に取 り除 いて くだ さい。

異物が混入すると、ゲンパーの羽根閉鎖の

妨げになりまず。

設置方向が決まっている
ダンパーは、気流方向
シール、天地シールを確盟
して取り付けてください。
本来の機能を発揮できないだけ
でなく、ダク トを塞いだままに

ずる場合があります。

製品を落下させたり、衝撃を

与えたりしないでください。
変形、破損、不作動の原因となりま

す。

吊リボル トや天丼下地材等が
ダン′く―の動作や点検の妨げ
とならないように施工して
ください。
不作動の原因や定期点検時に支障を
きたすことがあります。

ダンパーに無理な力が加わら
ないように取り付けてください。

塁ユゼ堪生ゼぞ仏ど:ミ琴今兵壁泉霙つ`1

して動作に支障をきたすことがありま
す。

X

X
鍼が

X
可動部やパッキン部への
塗装は、絶対に行わないで
ください。
不作動の原因になります。

壁や天丼の開口に取り付ける場合は、取り付け後のシーリングを行つてください。

保守点検を行うための点検口を、ダン′く―の近くに設けてください。

同一現場でダクト区分の異なるダンパーが混在する場合は、取り付け場所を間違えないようにして

ください。

■維持管理

防火ダンパーは万―の際に人命を守る大切な役割を担つていますので、日頃から点検を行い、

円滑に作動することを確かめておかねばなりません。

2

仰
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PBLD074A_取扱説明書_FD― MS_角型・丸型

1.概要
本製品は、腐蝕性雰囲気に適 したオールステンレス製の防火ダンパーです。ゲク トの防火区画

貫通部に取付け、火災によリゲク ト内の温度が急激に上昇 した場合、開閉器に内蔵の温度ヒューズ

セットのヒューズの溶融により瞬時にダンパーが閉鎖 し、火災の正焼を防ぐものです。

ゲンパーの復帰は手動にて行います。
温度ヒューズセットには、ハンダヒューズ (公称作動温度72℃ 又は120℃ )及び形状記憶合金を

採用 した形状記憶合金温度ヒューズ (作動開始温度80℃ )があります。

2.仕様及び使用条件

イ

>

>
k

(1)ダ ンパー本体

O角型

1

8

O丸型

<差込式>

11

<フ ランジ式>
12

13

16

11

(フ ランジ部詳細)

2

9

4

3   7

6

1 2

個数等が増えます。
※詳細な仕様については納入仕様図にてご確認 ください。

ロ
｀
′′

※詳細な仕様については納入仕様図にてご確認 ください。

ゲク ト
呼称寸法

φ D ボル
穴数

ト

100
ダク ト呼称
下「

"善

-3mm

4

125-225 8

250,Ψ 300
12

325-350 ゲク ト呼称
下「

"氏

+5mm375-400 16

5

5

15

0

14

0

14

D + 55

3

部材名 質材

1 外   板 ステンレス鋼板 (SUS-304)1.5t

2 】B    I艮 ステンレス鋼板 (Sus-304)1.5t

3 シャフ ト ステンレス鋼棒 (SUS-304)φ 12.7

ステンレス鋼棒 (SUS-304)φ 104 連結ロッ ド

5 連結金具 ステンレスf岡棒 (SUS-304)15t
ステンレス鋼棒 (SUS-304)φ 186 ブッシュ

7 フランジ ステンレス山形鋼 (SUS-304)

ステンレス鋼板 (SUS-304)15t8 検査口

9 吊り金具 ステンレスf岡板 (Sus-304)1.5t

部材名 質材

10 外   板 ステンレス鋼板 (SUS-304)1.5t

ステンレス鋼板 (SUS-304)1.5t11 可可    1艮

12 シャフ ト ステンレスf岡棒 (SUS-304)φ 10

ステンレス鋼棒 (SUS-304)φ 1613 ブッシュ

14 検査口 ステンレス鋼板 (SUS-304)1.5t

ステンレスf円板 (SUS-304)1.5t15 吊り金具

板フランデ :ス テンレス鋼板(SUS-304)3.Ot

(ゲンパー寸法φ100～ φ300)

アンゲルフランデ :等辺山形鋼 ステンレス製

(ゲンパー寸法φ325～ φ400)

16 フランジ

D

D + 32

10 ボル
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PBLD074耗取扱説明書_FD― MS_角型・丸型

(2)開 閉 器 (KK一 MS)

17
19

18

(3)使用条件

呻

送風機の吐出側間近にダンパーを取 り付ける場合は、乱流、偏流によ

異音が発生することがありますので、必ず整流格子、ガイ ドベーン等

20

羽
ご

り

を
根が振動 して

使用 ください。

4

部 材 名 材 質

17 復帰ハンド)レ ステンレス鋼板 (SUS-304)

18 ベー ス ステンレス鋼板 (SUS-304)

19 ヒューズフック ステンレス鋼板 (SUS-304)

20 温度 ヒューズ
公称作動温度 72℃又は120℃ |ウゲヒrス

°
)

作動開始温度 80℃ (形状記憶合金hいス・)

低圧ダク ト 高圧 1ダク ト 高圧 2ダク ト

締切静圧 -500Pa 501-1000Pa 1001-2500Pa

ダクト内風速 10m/s  MAX 15m/s  MAX 15m/s  MAX

周囲温度 -10～ 4餌C蓑呈姜揮露腺f氷
・着霜しないこと

ダクト内温度 -10～ 50°C ※但 し結露 口結氷 B着霜 しないこと

※非常時を除く

注意

0却矧鍵讐鮮溜確争Fで使用してください。
破損、不作動、及び結露の原因となります。
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PBLD074耗取扱説明書_FD― MS_角 型・丸型

3L操作

注意

高所作業の際、安全帯の着用や安全な足場の使用など、作業時の転落事故防止対策を

行つてください。
けがの原因となります。0

(1)作動
ピ ①手動作動

ヒューズフックを矢印樹方向にハンマー等で軽く
叩くと、ヒューズフックのロックが外れて羽根が
瞬時に閉鎖します。

②温度ヒューズ作動
火災発生により温度ヒューズが作動すると、
ヒューズピンが引つ込み、ヒューズフックのロック
が解除されて羽根は瞬時に開鎖 します。

①手動復帰
復帰ハンドルを反時計方向に回転させてヒューズ
フックをヒューズピンにロックします。

②温度ヒューズが作動した場合
温度ヒューズを交換した後 (交換、復帰要領は
P.6、 7を ご参照ください)、 復帰ハンドルを反時計
方向に回転させてヒューズフックをヒューズピンに
ロックします。

皿
火災により作動 したと認められる場合は、種々の

不具合が生 じていると考えられます。ヒューズセッ
トだけでなくダンパー全体を変換 してください。

ハ E/

0

ヒュー

(2)復帰
ヒューズ

ピ ン

0

イ午動

ハ ン

注意

斜線部 (復帰ハンドル回転領域)に

Q煮賛Y凛娑花重燕憩 静こ回転吹
けがの原因となりまず。
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PBLD074A_取扱説明書_FD― MS_角型・丸型

4H温度ヒューズについて

注意

高所作業の際、安全帯の着用や安全な足場の使用など、作業時の転落事故防止対策を

行つて ください。
けがの原因となります。0

(1)ハ ンダヒューズの交換方法

0 ① ヒユーズキヤツプを反時計方向に回し、
ヒューズホルダーを抜き取ります。
(温度ヒューズはヒューズホルゲーに付いて

出てきます)

0

ヒ ュー

Ｈ
＝

Ｖ
⇒ ↑

②冥憲乙Fユ姜梁完参上ふ舎殷≧象;⊆与i~

③新しい温度ヒューズをヒューズホルダーに
差込みます。

④掃E丘み下§査暫室垂霙∴9揉 2吾廷賢う
リングを確実にはめ込みます。

⑤旨こて飛脊件T雇姦系窒そ辱猥賃肇だ塁f
締めます。

押し込む

いもの
固定スプリングを

はめ込む

呻
火災により作動 したと認められる場合は、種々の不具合が生 じていると考えられますので、

ヒューズセットだけでなくダンパー全体を変換 してください。
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PBLD074A_取 扱説明書_FD― MS_角 型・丸型

(2)形状記憶合金温度 ヒューズの操作方法

① 開閉器からの取外し及び取付けは、ハンダ式温度ヒューズと同様の手順で行つてください。
(前頁をご参照ください)

② 作動チエック方法
ロドライヤーで形状記憶合金コイルに熱風をあてます。
・温度が80℃になると、形状記憶合金コイルが伸長し、ヒユーズピンをヒューズホルダーの中に

引き込み作動状態となります。

ロック時 作 動 時

田電コ田雪酔夢三塞暫焚そ言ぶ乏こr形疾峯層き基裸起摂累塞絶τ事写「
用しないでください。

③ 復帰方法
E形状記憶合金コイルが十分冷えてから、M4ワ ッシャーをもつて、形状記憶合金コイルを

約1011mに縮めてください。
ユヒューズホルダーを持つてカテッと音がするまで堅いものに押し付けてください。

押しつける

約10ml“

堅い の

団
日必ず形状記憶合金コイルが十分冷えてから縮めてください。
・火災により作動した場合は、種々の不具合が生じていると考えられますので、ダンパー

今仏井荘機してください。

コ

一

一

7                                                                FDB-KXS 西邦工業㈱

seiho
長方形



PBLD074A_取扱説明書_FD― MS_角 型・丸型

5.定期点検

防災機器は万―の際に人命を守る大切な役割を担つていますので、日頃から適正かつ十分な

維持管理に努め、円滑に作動することを確かめておかなければなりません。

また、有資格者による定期点検の実施、および所轄の特定行政庁などへの報告が法律で義務

付けられています (建築基準法第12条 、消防法施行規則第31条の4な ど)。

関係法令に従い、点検 B報告を実施 してください。

(法令、告示の改正内容については、最新のものをご参照 ください。)

またご不明な点については、所轄の特定行政庁、消防署などにご相談 ください。

※参考文献
「建築設備定期点検検査業務基準書」

((財)日 本建築設備・昇降機センター刊 )

「消防用設備等点検実務必携」

((財)日 本消防設備安全センター刊 )
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